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会    議    録 
会議の名称 第５回南方地域開校準備委員会 

開催日時 

 

 

令和７年２月 28日（金） 

午後７時 00分 開会 

午後８時 15分 閉会 

開催場所 南方公民館 ２階 研修室 

委員出席者 

菅 原 真理子  委員 南方小学校ＰＴＡ 

鈴 木 修 仁  委員 西郷小学校ＰＴＡ 

亀 井  希   委員 東郷小学校ＰＴＡ 

佐々木 賢 悦  副委員長 南方中学校ＰＴＡ 

髙 橋 俊 朗  委員 南方小学校学校運営協議会 

堀 内 正 孝  委員 西郷小学校学校運営協議会 

鹿 野 幸 子  委員 東郷小学校学校運営協議会 

三 浦 隆 悦  委員 南方中学校学校運営協議会 

山 田 俊 道  委員長 南方地域行政区長会 

高 橋 佳 代  委員 南方幼稚園ＰＴＡ 

浅 野 貴 弘  委員 南方保育所父母の会 

澤 村 美和子  委員 南方小学校校長 

佐 藤  康   委員 西郷小学校校長 

本 郷 和 也  委員 東郷小学校校長 

菅 原 栄 夫  委員 南方中学校校長 

事務局出席者 

安 部 保 男 学校再編推進室長 

佐 藤 美 紀 学校再編推進室長補佐兼学校再編推進係長 

西 條 貴 伸 学校再編推進室主事 

及 川 佑 衣 学校再編推進室主事 

欠席者 なし 

傍聴者 なし 

議事 
(1) 統合小学校の校名(案)の選定について 

(2) その他 

 

 

 

 

挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事 1 

 

 

 

事務局 

 

学校再編推

進室長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

開会 午後７時 00分 

 

第５回南方地域開校準備委員会を開会する。 

 

（学校再編推進室長挨拶） 

挨拶要旨 

○今回が今年度５回目となる開校準備委員会だが、年度末ということ

もあり今回が今年度最後の委員会となると考えている。 

○４月になれば各団体において役員等の改選があると思うが、委員の

交代がある場合には引継ぎをしっかりと行っていただくようお願い

する。 

○本日の議事は校名案についてである。活発な議論をお願いしたい。 

 

議事に入る。ここからの進行は委員長にお願いする。 

 

議事１「統合小学校の校名(案)の選定について」、前回に引き続き協議

する。前回の会議結果を踏まえ、事前に南方小学校と西郷小学校から校
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名案の提出があったが、これについては各委員十分に確認していただい

たという前提で進めたい。先ほどの事務局から話があったとおり、今年

度最後の会議となると考えているのでよろしくお願いしたい。 

どのように進行するか悩むところではあるが、私は南方地域行政区長

会の会長を務めているので、区長会の意見からお話ししたい。 

南方地域行政区長会では、全区長と協議する時間が取れなかったので、

３地区の役員と協議した。その中で、校名によっては吸収合併と捉えら

れる懸念もあるようだとの話をしたが、南方地域学校再編準備委員会の

設置以来、新設統合という前提で話をしてきたものであり、吸収合併と

いう指摘はあたらないとの意見が強かった。校名については、漢字表記

の「南方小学校」というのがふさわしいのではないかということで意見

がまとまった。区長会としての意見は以上である。 

 

各校からの校名案をみると、どの学校の案にも「桜」が入った案があ

る。「南方小学校」か、「南方桜小学校」か、どちらかではないかと考え

る。 

 

まず三つの学校が一緒になる今回の統合は、吸収統合ではないという

ことで、新しい学校になるということだと思う。なので、「南方」という

地名は、やはり残した方がいいのではないかと思う。 

というのは、今後中学校も統合した場合、中学校名にも「南方」とい

う地名が残らなくなってしまう可能性がある。私は「桜」という字を入

れたいとも思っているので、「桜」を漢字表記にする場合には「みなみか

た桜」とひらがな表記でも良いかと思っている。ただ、中学校の統合を

考えると、漢字で「南方桜小学校」が良いとも考える。東郷・西郷両校

の思いと地域の方の思いも分かるので、やはり「南方小学校」というよ

りは、校名案の応募でも多かった「南方桜（みなみかた桜）小学校」と

いう校名が良いと思う。 

 

西郷小学校運営協議会で委員と活発に意見を交わしたが、結果的には

「南方」「みなみかた」「南方中央」の３つに整理した。 

 

南方小学校から提出されている資料を読んで、改めて南方の地名の由

来や、これまで分離統合を繰り返してきている歴史を理解したところだ。

校名としては「南方小学校」が最適だと考えている。 

 

私は東郷小ＰＴＡの代表として来ているので、私の考えと合わせて校

長先生から発言していただきたい。 

 

私もとりあえずは「南方小学校」でいいのかなと思う。出身はどこで

すかと聞かれたときに、「南方」と答えるのが普通だと思う。南方に住ん

でいることに変わりはないので、「南方小学校」で良いと思う。 

 

後で校長先生から話があると思うが、南方小学校ＰＴＡでも先週の金

曜日に役員を集め、これまでの委員会での話し合いの経緯を説明した。

南方小学校の歴史を残したいという気持ちが強くあり、学校名は「南方

小学校」が良いとの結論になった。 
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南方中学校ＰＴＡでは、資料を共有して意見を集約した。色々な思い

があったが、結果として漢字表記の「南方小学校」が良いという意見で

まとまった。 

 

南方幼稚園ＰＴＡでは、保護者に集まってもらうことが困難だったの

で、園長先生にお願いして、送迎の際に各保護者にアンケートをとって

もらった。結果、「南方小学校」が 24名、「新南方小学校」が１名、未定

が１名という結果だった。26名中ほとんどが漢字表記の「南方」小学校

を選んだので、「南方小学校」が良いという意見だ。 

 

南方保育所では、校名案の応募結果を参考にして話し合いをした。「南

方桜」という案もあることを話題にしたが、南方で有名なのは花菖蒲で

あり桜は関係ないとの意見もあった。今後中学校の統合も予定されてい

ると聞いているので、南方という地名が付いた学校がなくなってしまう

可能性がある。それでは良くないのではないかという意見もあり、保育

所の意見としては漢字表記の「南方小学校」にまとまった。 

 

南方小学校では、前回の会議の後、各学級で話し合ってもらった。各

学級から５つずつ案を出してもらい、14案が出たが、そこから４つに絞

った。そのうえでアンケートを取った結果、当校の児童は、157 名中 82

名が「南方小学校」が良いと回答した。また、職員については、15名中

14名が「南方小学校」が良いと回答した。先日の学習参観日にＰＴＡ役

員に集まっていただき、２時間以上にわたって校長室で協議した。「南方

小学校」という案ひとつで良いという役員の意見もあったが、どうして

も現在の南方小学校と区別しなければならないのであれば、ひらがな表

記の「みなみかた小学校」という校名も選択肢ではあるとの意見だった。

児童の意見では、「南方中央小学校」という案もあったが、東と西があっ

ての中央であり校名としては違うのではないかと考えた。「南方桜花/桜

佳（おうか）」小学校という案については、漢字は異なるが「鳴瀬桜華小

学校」というのが東松島市にあり重なってしまうので、候補の３つ目と

しては「南方桜小学校」とした。 

地名の由来を知らない人が多いと感じたので、あえて資料に南方の地

名の由来を書いた。これは、去年、学校が 150 周年の際に私が児童に話

した内容である。ＯＢ会長から話を聞き、町史などいろいろな資料を確

認して作成したものだ。「みなみかた」という優しい心を持った人たちが

千年も前からいたんだよ、百年や二百年ではなく千年もの歴史がある地

名がほかにあるのか、ということで、人の生き方にもつながる意味が込

められているんだよ、だからみんなも優しくしなければならない、思い

やりのある人になろうねという話をこれまでしてきた。そういう気持ち

が、子どもたちの中にもあるのかなと捉えている。 

それから、歴史については、この 152 年間統合と独立を繰り返してき

たが、統合する場合にはずっと「南方」という本校の名前になっていた

ということで、昭和 21年の当校の学校沿革史を見ると、西郷、東郷、南

方を合わせて 2,364人の児童がおり、それが３つの小学校に分かれたが、

時代の流れのなかで児童数が激減して統合することになったので、「南

方」という名前がいいのではないかということでまとめた。 
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資料の裏面をご覧いただきたい。南方小学校が良いと思う理由につい

ては、教員で時間を取ってまとめたものだ。「南方○○小学校」という呼

名にした場合、「○○小学校」と呼ばれるようになり、「南方」という地

名の存在感や印象が薄くなるのではないか、という意見だ。私は過去に

東松山市の鳴瀬第二中学校に勤務していたことがある。この学校は鳴瀬

第一中学校と統合し、「鳴瀬未来中学校」となったが、統合後は「未来中」

と呼ばれている。小学校も統合して「鳴瀬桜華（おうか）小学校」が開

校したが、一般に「桜華小」と呼ばれており、「鳴瀬」とは呼ばれなくな

っている。ということで、「南方」のあとに何か言葉を付けても、「南方」

という地名は呼ばれなくなるのではないか、ということだ。 

２つ目、「南方の後に何かを付けても取って付けたようで違う気がす

る。」あとは、校名に込める思いとして、「みなみかた」という優しい心

を持ってほしいということで十分ではないか、余計な言葉はいらないの

ではないか、というものだ。それから、「南方」の由来を知らない人が多

くなっているので、校名に「南方」を残すことで、未来に伝えていける

のではないか、などの意見があった。 

校名案の２つ目は、どうしても現在の南方小学校と区別しなければな

らないのであれば、ひらがなの「みなみかた」という校名でもやむを得

ないのではないか、というものだ。ただし、現在県内の学校で、校名が

すべてひらがなの学校はない。逆に新しいと言えるかもしれないが。 

３つ目の「南方桜小学校」という案は、子どもたちから出たもので、

資料に記載した「理由」も良いように思えるが、ＰＴＡの役員からは「桜

は一瞬で散ってしまうのではかない印象がある」、「南方の花といえば花

菖蒲であり桜ではない」、「その町の観光スポットや有名なものを学校名

に入れるのはどうなのか」、「桜については、南方以上に有名なところが

たくさんあるのではないか」などの意見があったが、子どもたちから出

た意見として資料に掲載した。 

 

当校では、配布資料のとおり、３つの案をあげた。「南方桜（みなみか

たさくら）小学校」、「南桜（なんおう）小学校」、「南方中央小学校」の

３案だ。各学級で話し合ったものをまとめたものだが、児童にとっては

「桜」のイメージが非常に強い。それは、校庭に昔から桜の木が植えら

れており校木も桜であること、校章が桜をモチーフとしたものであるこ

と、そして校歌の２番に「ならぶ桜の 木の下に つどいあかるく 手

をとれば」と「桜」が入っていることなどが理由と考えられる。児童会

の名称も「さくら児童会」であり、ＰＴＡの会報も「桜ヶ丘」である。

これらの例のとおり、桜に対するこだわりがあると考えているので、「南

方桜小学校」を推したい。 

 

少し説明にお時間をいただくかもしれない。いまからお話しすること

は、私と当校ＰＴＡ会長とで同じ考えである。東郷小学校では、前回会

議で 14の校名案を提示した。その後、どのような学校名がいいのか、東

小学校開校記念総会で改めて子どもたちに話をした。その中で、東郷小

学校で 14案から３案にするとしたらどのような学校名が良いか、児童の

意見を聞いた。これにはもちろん「南方小学校」という校名案も含まれ

ている。 

その結果、全校生徒 146名のうち欠席の２名を除いた 144名に、14案
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の中から３つ以内で選んでもらった結果、「南方桜郷(おうごう)小学校」

が最も多く 85 票、次いで「南方光郷(こうごう)小学校」が 83 票、南方

永郷(えいごう)小学校が 75 票で３位、「南方太陽(たいよう)小学校」が

41票で４位、「南方輝(かがやき)小学校」が低学年を中心に多く 69票で

５位だった。 

この５つからさらに絞った際に、南方小学校という名前が良いと思う

人はそのまま書いて構いませんと話したところ、「南方小学校」と書いた

児童が１名いた。このように、東郷小学校ではほぼ全校児童が「南方○

○小学校」という名前を希望した。私も改めて南方の歴史について話を

したが、本校でも 150 周年記念事業を行っており、当時の先生から話を

聞いていたので子どもたちは分かっていた。 

これから紹介するのは子どもたちの言葉なのでそのまま受け止めてい

ただきたい。「歴史がまた昔に戻るみたいだ」「未来に向かっていくとい

うよりは、昔に戻るみたいだ」「西郷小、東郷小、南方小３つが一つにな

る未来が感じられる名前がいい」。中学年の子どもに聞いたところ、「南

方小学校だと寂しい。西郷と東郷がなくなって、南方だけ残るみたいだ」

という意見があった。子どもの素直な思いだと私は受け止めた。その中

で、「校長先生、ぜひ夜の会議で伝えてきてください」ということで、子

どもたちとの約束なので、全員分ではないが、子どもたちが書いた素直

な心を読ませていただく。 

「南方桜郷小学校」を選んだ児童の意見は、５年生「南方は千本桜が

有名なので桜が良いと思った。大人になってもみんなのふる里はここだ

よ、いつでも帰ってきていいよ、という願いを込めて、「南方桜郷小学校」

がいいと思いました」。６年生「桜が舞う時期に新しい学校が出来るから。

子どものうちはたくさんの花を咲かせて育っていくから」、高学年「３校

が、桜の咲く時期にひとつになるから桜郷小学校がいいと思う」「日本は

桜のイメージがあるし、無限の可能性の花を咲かせるという感じがある

ので、学校の名前に桜を入れてほしいです」。「南方にはたくさんの特産

物があるけど、桜は南方ですごく有名な木だと思います。新しい小学校

は、春に咲く桜が満開で夢に進んでいってほしいと思い、南方桜花（お

うか）小学生がいいと思いました」、「桜のように綺麗な町、全校の皆が

一つになって何かに取り組んでほしいと思いました」 

次は、「南方光郷（こうごう）小学生」を選んだ児童の意見だ。「みん

なが光のように輝き、前向きに頑張れるようにこの名前を選びました」

「３校の子どもが、ずっと光になりながら生活して欲しいから。」 

次は「南方永郷（えいごう）小学校」。「南方、西郷、東郷小学校の絆

が永遠につながって未来に向かって夢に向かって進んでいくという思い

で永郷小学校にしました。」 

以上、一部の児童の考えをお話しした。先ほど議論の中で、「南方のあ

とに何かをつけても取って付けたようで違う気がする」との意見があっ

たが、私はこうした子どもたちの言葉を受けて、決して取って付けたよ

うには思わない。それは子どもたちに対して失礼である。今回、新しい

学校を作るということをきっかけに、各校で 150 周年記念を行い、そし

て未来へ向かっていくということをどの先生もお話ししたと思う。そう

いう中で、「新しい学校ができるんだ、未来に向かっていくんだ、もう東

郷もなくなってしまうのは寂しいけど、三校が一つになるんだね、そう

いう思いで子どもたちは目を輝かせている。「余計な言葉はいらない」と
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いう言葉もあったが、私はそうは思わない。今回をきっかけに、南方小

の児童、西郷小の児童、東郷小の児童、南方中の生徒、そして地域の皆

さんも同じように真剣に考えている。子どもたちも真剣に考えた。だか

ら、この場においてどういう学校名に決まっても、皆が未来に向かって

進んでいくからね、その思いを大事にしよう、という思いを、きょうの

昼の放送でも校長として伝えてきた。子どもたちからは、僕たち私たち

の願いを伝えてきてくださいという話があり、きちんと伝えてくると話

をした。先ほど南方小学校から出た子どもたちの思いについては、素晴

らしいと思いながら聞かせていただいた。西郷小学校からでた「南方桜

小学校」という校名案についても、数少ない子どもたちの中で、代表委

員会を開いて一生懸命考えたものだと思う。素晴らしいことではないか。

人数ではなく、子どもたちの思いが大事だと私は考える。先ほど、桜は

散るとか、桜ではなく花菖蒲だ、というような意見もあった。確かにそ

ういう面はあると思うが、散ればまた咲けばよい。散るのは桜だけでは

ない。またつぼみになって花開く。そういった、子どもの思いを中心に

考えたいと私は思っている。 

学校名、校歌、校章の決定にあたっては、子どもたちが中心にいるこ

とを大事にして進めていければよいと思っている。親の思い地域の思い

教育委員会の思い色々な思いがある。私は前回もお話ししたとおり南方

に住んでいる者ではなく、縁があり３年間東郷小学校にいることができ

た。ただ、学校長という立場で携われることは本当に幸せだ。だから、

この地域に住む者ではないが、一緒になった南方の子どもたちの思いは

学校長として大事にしたいと思い、東郷小学校の子どもたちの思いを伝

えさせていただいた。決して、「桜」を入れてほしいとかそういうことで

はなく、子どもたちの願い、希望を聞いたうえで学校名が決まるのであ

れば、私は学校長として皆の思いを伝えてきたよと胸を張って学校に戻

れる。その上で、改めて学校長として職員、子どもたちの思いを含めて、

「郷」という言葉をそのままつけていたが、南方小学校の子どもたちが

考えた「南方桜小学校」、そして西郷小学校の子どもたちが考えた「南方

桜小学校」、桜が咲く時期に一つになり、皆で満開の花を咲かせていこう

という思いを込めて、私も校長として「南方桜小学校」という案に賛同

したい。子どもたちとの約束なので話が長くなってしまったが、お聞き

いただいたことに御礼申し上げる。 

 

先ほど南方中学校ＰＴＡ代表の委員から話があったとおり、南方中学

校でも、職員と生徒に再確認した結果、「南方小学校」という一番シンプ

ルで由来もある校名が良いという結論となった。 

 

各委員から意見を聞いた。良い意見が多く、迷うところではある。ぜ

ひ活発なご意見をいただきたい。数で決めるといういうことではないが、

どちらかといえば漢字表記の「南方小学校」が多かったように思う。 

 

いま東郷小学校長の意見を聞いたが、その気持ちを考えるならば、ま

た校名案の募集をやり直さないといけないように感じた。そうすると、

せっかく一般の方も対象に実施した校名案募集の意味がなくなる。子ど

もたちの思いをつなぎたいという気持ちは分かる。「桜」を校名につける

のが難しければ、例えば校章を桜をモチーフにしたものにするなど、ど
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こかで子どもたちの気持ちを残していく方法もあるのではないか。また

校名案の募集をやり直すとなれば大変だと思う。 

 

各委員の意見は分かるが、校名は一つに決めなければならないものな

ので、それをどのように反映するかというのは限界があると思う。無視

するということにはならないので、やはり多数決にしたくはないし、多

数決で決めるべきものでもないと思うが、多くの意見が「南方小学校」

であるということも事実である。それを尊重しなければならないのが、

この開校準備委員会の役割になるのではないかと思う。 

 

校名案の募集結果として「南方小学校」が多かった。この事実は重ん

じなければならない。先生方、子どもたちの意見ももちろん理解できる

が、委員会として決めなければならない。 

 

前回の会議で示された校名案応募の結果では、「南方小学校」が一番多

かった。この結果を尊重して決定するのが妥当ではないかという意見も

あったが、それでは拙速にすぎるとのことで、各団体で話し合ってもら

って今回の会議に意見を持ち寄ることとしたはずだ。それで、先ほどか

らの各委員の考えを聞くと、それぞれの考え、立場があるとは思うが、

15 人の委員中 12 名は「南方小学校」が良いと結論したように私は受け

止めた。だから、最終的には漢字表記の「南方小学校」と決定するのが

良いのではないか。 

 

「南方小学校が圧倒的に多いのではないか」、「南方小学校と決定する

のが良いのではないか」という意見だが、他にないか。他の地域の開校

準備委員会では、このよう場合どのように決めてきたのか。 

 

米山地域の開校準備委員会では、校章を決める際に、応募のあった 108

件の作品から委員会で選考して 14 件に絞った。その上で、その 14 件を

Googleフォームを使って投票してもらい、投票結果をもとに再度委員会

で協議して決定した例がある。 

 

先ほど各委員の意見を聞いた結果、「南方小学校」と「南方桜小学校」

の２案となった。これで決を採るしかないのではないか。 

 

決を採るという意見だが、いかがか。 

 

（意見なし） 

 

若い委員の意見を聞きたい。ＰＴＡではいかがか。 

 

多数決で良いと思う。 

 

せっかくここまで話し合ってきたのだから、多数決でない方法できめ

るほうが良いのではないか。 

 

では、議長として話を進めたい。前回の会議から様々な話をしてきて
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おり、議論は尽くしたと感じている。先生方の思い、子どもたちの思い

も十分に聞いたと思っている。このまま議論を続けることもできるだろ

うが、いずれにしても校名は１つに決めなければならない。各委員の意

見を聞き議論した結果として、漢字表記の「南方小学校」と決めるのが

妥当と思うが、いかがか。 

 

（「賛成」との声あり） 

 

もう一度伺う。漢字表記の「南方小学校」と決定してよろしいか。 

 

子どもたちに話をしなければならないので、ひとつ確認してよろしい

か。今回の会議の結果は、多数決ではなく、各団体で校名案を考えてき

て協議した結果として「南方小学校」とする、ということでよろしいか。 

 

そのように考える。 

 

では、南方小学校が提出した資料の中で、この点を忘れないでいただ

きたいと思うところがある。「歴史と伝統のある「南方」の呼び名を」と

あるが、西郷小学校にも 150 年の歴史があり、東郷小学校にも 150 年の

歴史がある。「南方」に歴史が戻るということではなく、資料にあるとお

り、「新しい時代を切り開く」という点をぜひ、お願い申し上げたい。 

子どもたちには、南方小学校も西郷小学校も東郷小学校もゼロになっ

て、もう一回１歳を迎えていくんだと説明したが、「どうして西郷小学校

と東郷小学校だけなくなるんですか」と質問され、子どもたちに理解し

てもらうことは難しかった。新たな「南方小学校」が今後生まれること

になるが、「南方という名前が残ってよかった」、「南方小学校が残ってよ

かった」ということではなく、南方小学校と西郷小学校と東郷小学校の

三つが合わさって、新しく「南方小学校」が生まれるんだという点を、

大事にしていただきたいと考える。そうしなければ、少なくとも東郷小

学校の子どもたちは、明るい顔にはなれないと思う。今回私たちが協議

してきた時間は非常に重要なものだし、先ほど申し上げたとおり、子ど

もたちが一生懸命校名案を考えたことも、大事にしていただきたいと思

う。それが、教職員の使命だと思うし、子どもに未来を語る、夢を持た

せるという思いを持って教員は子どもたちの前に立っているので、その

点を最後に申し上げたい。これだけ議論を重ねることができたことに、

非常に感謝している。 

 

では、校名案を漢字表記の「南方小学校」に決定する。各委員、長時

間にわたって議論していただいたことに感謝する。この委員会の場だけ

でなく、各団体においても時間がない中で難しい議論をしていただいた

ものと考えている。議事１は以上とする。 

次に、議事２「その他」について、委員から何かあるか。 

 

（なし） 

 

事務局から何かあるか。 
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（令和７年度のスケジュールについて説明） 

 

ほかになければ、議事は以上とする。進行を事務局に戻す。 

 

以上で、第５回南方地域開校準備委員会を閉会する。 

 

閉会 午後８時 15分 

 


